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水
郷
の
魚
た
ち
― 

ヨ
コ
シ
マ
ド
ン
コ

潮
来
市
の
誇
れ
る
自
然

第
85
回

　
利
根
川
下
流
域
に
つ
な
が
る
池
沼
で
の

調
査
中
に
、
見
慣
れ
な
い
小
魚
と
そ
の
稚

魚
（
写
真
１
、２
）
が
採
れ
ま
し
た
。
潮

来
市
内
の
湖
や
川
に
い
る
小
さ
な
ハ
ゼ
類

（
漁
師
さ
ん
は
「
ゴ
ロ
」
と
呼
ぶ
）
と
似

て
い
ま
す
が
、
口
が
小
さ
め
で
体
が
平
た

く
て
、
腹
び
れ
が
左
右
に
分
か
れ
て
い
ま

す
（
ゴ
ロ
だ
と
左
右
が
合
わ
さ
り
吸
盤
状

に
な
る
）。
体
の
側
面
に
横
縞
（
よ
こ
じ

ま
；
体
の
背
腹
方
向
に
走
る
縞
模
様
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
中

国
・
朝
鮮
半
島
原
産
の
外
来
魚
ヨ
コ
シ
マ

ド
ン
コ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ヨ
コ
シ
マ
ド
ン
コ
は
中
国
で
は
水
生
植

物
が
繁
茂
し
た
湖
に
多
く
生
息
し
て
い
ま

す
の
で
、
日
本
で
も
そ
の
よ
う
な
水
域
に

侵
入
す
れ
ば
大
増
殖
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
成
魚
で
も
５
㎝
ほ
ど
と
小

さ
く
、
エ
サ
は
水
生
昆
虫
や
動

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
で
す

が
、
高
密
度
に
生
息
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
生
息
場
所
や
エ
サ

を
巡
っ
て
生
態
が
よ
く
似
た
在

来
魚
と
競
合
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
２
０
０
０
年
に
愛

知
県
の
河
川
で
は
じ
め
て
見

つ
か
り
ま
し
た
。
輸
入
さ
れ
る

淡
水
魚
種
苗
や
釣
り
エ
サ
用
活

き
エ
ビ
に
混
じ
っ
て
入
っ
て

き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
で

は
２
０
１
０
年
に
県
西
部
の
湖
沼
で
見
つ

か
っ
て
か
ら
、
利
根
川
水
系
づ
た
い
に
少

し
ず
つ
分
布
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
や
が

て
霞
ヶ
浦
・
北
浦
に
も
現
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
茨
城
県
の
外
来
種
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
未
侵
入
の
地
域

で
は
早
め
に
発
見
し
防
除
す
る
こ
と
が
大

切
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
情
報
を

収
集
し
つ
つ
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

茨
城
大
学
地
球・地
域
環
境
共
創
機
構

水
圏
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

加
納 

光
樹

（
株
）環
境
指
標
生
物
　
　
　
　
内
田 

大
貴（写真2）ヨコシマドンコ稚魚

（写真1）ヨコシマドンコ成魚

地
蔵
河
岸
の
常
夜
燈

潮
来
市
の
誇
れ
る
文
化

第
144
回

　
常
夜
燈
は
、
竜
雲
山
普
門
院
普
渡

寺
の
地
蔵
堂
と
地
蔵
河
岸
を
結
ぶ
直

線
上
の
河
岸
よ
り
に
立
っ
て
い
ま
す
。

造
立
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）八

月
。
二
百
年
以
上
前
の
も
の
で
、
現

存
す
る
市
内
の
常
夜
燈
で
は
最
も
古

い
も
の
で
す
。
竿
石
の
前
面
に
「
船

越
地
蔵
尊
」、
後
面
に
「
常
夜
燈
」と

彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
船
越
と
は
、
地

蔵
和
讃
と
地
蔵
に
守
ら
れ
、
此
岸
か

ら
浄
土
の
対
岸
へ
渡
る
こ
と
と
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
費
用
は
、

延
方
始
め
各
地
の
人
々
二
百
四
人
と

潮
来
村
、
大
洲
村
、
徳
島
村
、
大
島

村
等
か
ら
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
発
願

は
、
竿
石
か
ら
神
崎
寺
十
二
世
僧
正

得
法
と
延
方
村
方
波
見
何
某
と
判
読

で
き
ま
す
。

　
洲
崎
前
の
水
路
は
、
古
来
よ
り
水

難
事
故
が
多
く
、
洲
崎
地
藏
堂
は

信
仰
の
対
象
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
灯
籠
は
夜
間
航
行

上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
地
方
の
人
々
の
生
活
の

上
で
も
重
要
で
あ
り
ま
し
た
。
昭
和

二
十
五
年
頃
ま
で
は
、
地
蔵
河
岸
は

前
川
に
面
し
、
東
側
と
南
側
に
三
十

メ
ー
ト
ル
余
り
の
防
波
堤
が
ハ
の
字

型
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
奥
に
Ｕ
字
状

に
五
十
メ
ー
ト
ル
程
の
船
着
き
場
が

あ
り
ま
し
た
。
数
多
の
物
資
を
積
ん

だ
貨
物
船
や
高
瀬
舟
が
出
入
り
し
、

米
俵・筵
（
む
し
ろ
）・叺
（
か
ま
す
）・

薪
炭
等
が
積
み
出
さ
れ
、
肥
料
・
稲
・

醤
油
粕
等
が
荷
揚
げ
さ
れ
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
昭
和
三
十
年
代
後
半
、
前
川
の
干

拓
事
業
が
始
ま
る
と
と
も
に
、
そ
の

役
目
を
終
え
、
変
貌
し
た
跡
地
か
ら

は
当
時
の
面
影
は
な
く
、
こ
の
常
夜

燈
が
地
蔵
河
岸
の
名
残
り
を
僅
か
に

留
め
て
い
ま
す
。
現
在
潮
来
市
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
参
考
）「
利
根
川
下
流
域
の
常
夜
燈
」

　
　
　
「
ふ
る
さ
と
潮
来 
第
三
十
三
輯
」

　
　
　
「
潮
来
市
の
文
化
財　
増
補
版
」

　
　
潮
来
市
文
化
財
保
護
審
議
会

                    

　
　
委
員
　
石
津 

藤
好

地蔵河岸の常夜燈


